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はじめに

埼玉東萌短期大学（以下、本学）は幼児保育学

科単科の短期大学であり、必要な授業科目の履修、

単位修得により、卒業と同時に幼稚園教諭二種免

許状、保育士資格を取得することができる。卒業

生の就職先は保育所、幼稚園、幼・保連携型認

定こども園、保育所以外の社会福祉施設が合計

96% を占めており（平成 28 年度卒業生）、ほと

んどの学生が本学卒業後保育者として巣立ってい

る。卒業生が保育・幼児教育の現場に着任する際

に、新任保育者段階としての優れた実践力のある

保育者としてスタートを切ることができるように、

いかに育成していくかということが、本学が保育

者養成校として求められている使命といえる。

また、知識基盤社会、高度情報化社会、生涯学

習社会として特徴づけられる変化の激しい 21 世

紀社会の動向に対応できるためには、学士課程教

育を担う短期大学として諸能力の育成が求められ

ており、それらの能力と実践力のある保育者にふ

さわしい資質、能力との関係を統合的に捉え、２

年間の短期大学教育を構築していくことが必要で

ある。

このように、学士課程教育に求められる諸能力

と保育者にふさわしい資質、能力との関係を統合

的に捉えるためには、これまでの文献を概観し、

その中から今後の課題を明確にする必要がある。

目的

学士課程教育に求められる諸能力と保育者にふ

さわしい資質、能力を統合的に概観することによ

り、実践力のある保育者育成において必要とされ

る能力、資質とその育成における短期大学の役割

を明らかにすることを本研究の目的とする。

保育者に求められる資質、能力

まず、幼稚園教諭、教員（幼稚園教諭を含む）、

保育士に求められる資質、能力について、調査協

力者会議の報告、教育職員養成審議会や中央教育

審議会の答申、保育士養成校の研究者の研究成果

から概観する。

１．「幼稚園教員の資質向上について－自ら学ぶ

幼稚園教員のために―」（幼稚園教員の資質向

上に関する調査研究協力者会議報告書、平成

14年６月 24日）１）にみる保育者に求められ

る資質、能力

本報告書では「幼稚園教員の資質の向上は、幼

稚園教育の充実のために必要不可欠なことではあ

るが、これまで、教員全体の資質向上の中に含め

て論ぜられることはあったものの、特に幼稚園教

員についてのみ本格的に議論されたことはなかっ

た」として、幼稚園教員の資質向上に関する調査
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研究を報告している。

幼稚園教員の資質を向上させるための手がかり

として、幼稚園教員に求められる専門性のうち以

下の８点が重要であると述べられている。

①幼児理解・総合的に指導する力

「幼児の発達段階や発達過程を、その内面か

ら理解し、生活の中で幼児が示す発見の喜びや

達成感を共感をもって受け入れる」幼児理解が

重要であることを指摘し、「幼児の総合的な発

達を促すため、主体性を引き出しつつ、遊びを

通して総合的に指導する」専門性が必要である

としている。

②具体的に保育を構想する力、実践力

①の力を発揮するためには、「一人一人の発

達段階と個別の状況に応じて、計画的に、多様

な生活体験、自然体験の機会や異年齢交流、交

流保育など、具体的に保育を構想し、実践する

力」が必要であるとし、教員および教員志望者

が自らの豊かな体験を積極的に積むことが望ま

れるとしている。

③得意分野の育成、教員集団の一員としての協働

性

幼稚園教諭は「それぞれの得意分野を有して

いることが求められる」と指摘している。この

得意分野は、幼児の興味を引き出し、豊かな活

動につながるものであり、「教員にとって得意

分野の育成は、幼児を理解し、総合的に指導す

る力を高めることにも通じると考えられる」と

述べられている。さらに、教員集団の一員とし

て協働関係を構築することで、「園全体として

教育活動を展開していくことが求められてい

る」との期待が示されている。

④特別な教育的配慮を要する幼児に対応する力

とりわけ三歳児では、「家庭での経験の差や

個人差が大きい」こと、「初めての集団生活の

場」であることから、発達の側面から一人ひと

りへの対応が必要であることを指摘した上で、

障害のある幼児や外国籍の幼児へ対応する力を

挙げている。

⑤小学校や保育所との連携を推進する力

「幼児期から児童期への移行を円滑にし、一

貫した流れを作るため」、教員間、幼児・児童

間、保護者間の交流を進めるための実行力、企

画力などが求められるとともに、幼稚園と保育

所の相互交流や、幼稚園教諭と保育士の合同研

修などを踏まえた能力の発揮が必要であること

が指摘されている。

⑥保護者及び地域社会との関係を構築する力

幼稚園が地域の幼児教育のセンターとしての

機能を発揮し、子育て支援活動を展開すること

が求められている中で、カウンセリングマイン

ドをもち、保護者の悩みを受け止め、円滑にコ

ミュニケーションをとることが示されている。

園長等は幼稚園・家庭・地域社会の関係を深め

るために、情報収集・発信能力、対外的交渉力

を発揮した地域貢献、地域のさまざまな力を園

に導入できる関係構築についても求められてい

ることが指摘されている。

⑦園長など管理職が発揮するリーダーシップ

園長が担う責任の大きさとリーダーシップに

ついて述べられている。

⑧人権に対する理解

幼児が集団生活を初めて経験する場として、

教員は人権についての正確な理解に基づき、幼

児が互いを尊重し、社会の基本的なルールの存

在に気付き、それに従った行動ができる素地を

身につけるよう指導する力が求められている。

報告書ではさらに、幼稚園教員の養成・採

用・現職の各段階における課題と展望について

報告している。

養成段階においては、「幼児の総合的な発達を

促すため、幼児理解に基づき、遊びを通じて総合

的に指導する」幼稚園教員の基盤的な専門性を養

成することが、まず取り組むべき重要なこととし、

その際に、教員が具体的に保育を構想し、実践す

る力の基盤を形成することが求められるとしてい

る。社会のさまざまな変化の中、柔軟性やたくま

しさを備えた教員になることが求められ、学生の

自主的活動を奨励し、多様な体験を得る機会を増

やすことが望ましいとされている。さらに、採用
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されて間もない教員の中に「実践力の基礎に欠け

た」者が散見されるとし、「幼稚園教員という職

業のイメージをつかみ、理論と実践とを結び付け

る機会や、教員志望者自身の豊かな生活体験が欠

けている」点を課題としている。

また、教職経験に応じた研修の充実について述

べたなかで、新任教員・若手教員に求められる課

題として「幼児理解や保育に必要な基本的知識及

び技能を高めるとともに、他の教職員や保護者と

のコミュニケーション能力を修得することが求め

られる」とし、さらに、「各教員の持ち味や特技

を活かして、得意分野を育成していくことも求め

られる」と述べ、研修の必要性が高いが、一方、

幼児とともに過ごすことが深い幼児理解につなが

る意義に触れ、実践を研修の素材として取り入れ

る工夫の必要性が示されている。

このように、幼稚園教諭には多様な能力が求め

られる中、養成段階ではまず教員として子どもた

ちを理解し、保育を実践できる力が求められてい

る。さらに、実践の中で社会的な変化に対応でき

る柔軟性、たくましさ、教職員や保護者とのコミ

ュニケーション能力が必要とされ、それぞれの得

意分野を活かして成長していくことのできる幼稚

園教諭が求められているといえる。

２．「新たな時代に向けた教員養成の改善方策に

ついて」（教育職員養成審議会第一次答申、平

成９年７月 28日）２） にみる教員に求められる

資質、能力

本答申では幼稚園教諭を含めた教員に求められ

る資質、能力について検討し、教員養成カリキュ

ラムの改善について提案されている。教員に求め

られる資質、能力では、「いつの時代も教員に求

められる資質能力」、「今後特に教員に求められる

具体的資質能力」、「得意分野を持つ個性豊かな教

員の必要性」の３つの観点から検討されている。

①「いつの時代にも教員に求められる資質能力」

本答申では、「教員の資質能力の向上方策等

について」（教育職員養成審議会答申、昭和 62

年 12 月 18 日）の記述をもとに検討し、「教育

者としての使命感」、「人間の成長・発達につい

ての深い理解」、「幼児・児童・生徒に対する教

育的愛情」、「教科等に関する専門的知識」、「広

く豊かな教養」、「これらを基盤とした実践的指

導力」はいつの時代にあっても一般的に求めら

れるものであるとしている。

②「今後特に教員に求められる具体的資質能力」

①に加えて、変化の激しい時代にあって、子

どもたちの生きる力を育む教育を授けることが

教員には期待され、次のⅰ～ⅲの資質能力が求

められるとしている。

ⅰ　地球的視野に立って行動するための資質能

力

「地球、国家、人間等に関する適切な理解」、

「豊かな人間性」、「国際社会で必要とされ

る基本的資質能力」

ⅱ　変化の時代を生きる社会人に求められる資

質能力

「課題解決能力等に関わるもの」、「人間関

係に関わるもの」「社会の変化に適応する

ための知識及び技能」

ⅲ　教員の職務から必然的に求められる資質能

力

「幼児・児童・生徒や教育の在り方に関す

る適切な理解」、「教職に対する愛着、誇

り、一体感」、「教科指導、生徒指導等のた

めの知識、技能及び態度」

③「得意分野を持つ個性豊かな教員の必要性」

また、本答申では「多様な資質能力を持つ個

性豊かな人材によって構成される教員集団が連

携・協働する」ことの意義や教員一人ひとりの

資質能力は「決して固定的なものでなく、変化

し、成長が可能」であることを踏まえて、生涯

にわたり資質能力の向上を図るという前提に立

って、全教員に共通に求められる基礎的・基本

的な資質能力を確保するとともに、「各人の得

意分野づくりや個性の伸長」を図ることが大切

と結論付けている。

さらに、教職課程の教育内容を改善するための

基本的な視点の中で、教員は「教職という専門的
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職業に従事する社会人」であり、教員には「優れ

た資質能力を備えた社会人」であることが求めら

れていることが確認されている。

このように、従来から教員に求められていた教

育者としての使命感や子どもへの愛情、成長・発

達の理解と教科等の専門的な知識、指導力、そし

て広く豊かな教養に加えて、本答申においても、

社会の変化に対応する力がさまざまな形で求めら

れていることがわかる。しかし、初めから一人の

個人がすべての能力を身につけていることが必要

ということではなく、成長、向上していく力、得

意分野を活かして協働していく力が求められてい

る。

３．「今後の教員養成・免許制度の在り方につい

て」（中央教育審議会答申、平成 18 年７月

11 日）３）にみる教員に求められる資質、能力

本答申は、変化の激しい時代だからこそ「教員

には、不断に最新の専門的知識や指導技術等を

身に付けていくことが重要」であることを指摘

し、「学びの精神」がこれまで以上に強く求めら

れていると述べたうえで、教員に求められる資質

能力について、「新たな時代に向けた教員養成の

改善方策について」（前述）に示された「いつの

時代も教員に求められる資質能力」、「今後特に教

員に求められる具体的資質能力」、「得意分野を持

つ個性豊かな教員の必要性」の内容を紹介してい

る。加えて「新しい時代の義務教育を創造する」

（中央教育審議会答申、平成 17 年 10 月 26 日）４）

における優れた教師の条件について、大きく集約

すると以下の３つの要素が重要であると説明して

いる。

①教職に対する強い情熱

教師の仕事に対する使命感や誇り、子どもに

対する愛情や責任感など。

②教育の専門家としての確かな力量

子ども理解力、児童・生徒指導力、集団指導

の力、学級づくりの力、学習指導・授業づくり

の力、教材解釈の力など。

③総合的な人間力

豊かな人間性や社会性、常識と教養、礼儀作

法をはじめ対人関係能力、コミュニケーション

能力などの人格的資質、教職員全体と同僚とし

て協力していくこと。

このように、それまでの答申において示された

資質能力を紹介し、今後もこれらの資質能力を尊

重していくことが適当であり、変化の激しい時代

だからこそ、変化に適切に対応した教育活動を行

っていく上で、これらの資質能力を確実に身に付

けることの重要性が高まっていることが示されて

いる。

４．「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の

総合的な向上方策について」（中央教育審議会

答申、平成 24年８月 28日）５）にみる教員に

求められる資質、能力

本答申ではグルーバル化や情報化、少子高齢化

など社会の急激な変化に伴い、高度化・複雑化す

る諸課題への対応が必要となっている中で、学校

教育に求められる人材育成像に変化が生じ、21

世紀を生き抜くための力の育成のため、これから

の学校には「基礎的・基本的な知識・技能の習得

に加え、思考力・判断力・表現力などの育成や学

習意欲の向上、多様な人間関係を結んでいく力の

育成等」が必要とされることを明らかにしている。

このような学びを支えるために、これからの教

員には次のような資質能力が必要であると整理し、

「これらは、それぞれ独立して存在するのではな

く、省察する中で相互に関連し合いながら形成さ

れる」ことに留意が必要であるとしている。

①教職に対する責任感、探究力、教職生活全体を

通じて自主的に学び続ける力（使命感や責任

感、教育的愛情）

②専門職としての高度な知識・技能

ⅰ　教科や教職に関する高度な専門的知識（グ

ローバル化、情報化、特別支援教育その他

の新たな課題に対応できる知識・技能を含

む）

ⅱ　新たな学びを展開できる実践的指導力（基

礎的・基本的な知識・技能の習得に加えて
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思考力・判断力・表現力等を育成するた

め、知識・技能を活用する学習活動や課題

探究型の学習、協働的学びなどをデザイン

できる指導力）

③総合的な人間力（豊かな人間性や社会性、コミ

ュニケーション力、同僚とチームで対応する

力、地域や社会の多様な組織等と連携・協働で

きる力）

さらに、取り組むべき課題の中で、「学び続け

る教員像」、「教員養成の高度化」の必要性を挙げ

ている。また、「初任者が実践的指導力やコミュ

ニケーション力、チームで対応する力など教員と

しての基礎的な力を十分に身に付けていない」な

どが指摘されていることから、教員養成段階にお

いて、教科指導、生徒指導、学級経営等の職務を

的確に実践できる力を育成するなど何らかの対応

が求められているとしている。

５．「これからの学校教育を担う教員の資質向上

について～学び合い，高め合う教育育成コミュ

ニティの構築に向けて～」（中央教育審議会答

申、平成 27年 12 月 21 日）６）にみる教員に

求められる資質、能力

本答申では、教員として備えるべき不易の資質

能力である、「使命感や責任感、教育的愛情、教

科や教職に関する専門的知識、実践的指導力、総

合的人間力、コミュニケーション能力」などは引

き続き教員に求められるとした上で、今後、改め

て教員が高度専門職業人として認識されるために、

学び続ける教員像の確立が強く求められるとして

いる。このため、教員には「自律的に学ぶ姿勢」、

「時代の変化や自らのキャリアステージに応じて

求められる資質能力を、生涯にわたって高めてい

くことができる力」が必要とされると述べている。

また、変化の激しい社会を生き抜ける人材を育

成していくために、「情報を適切に収集し、選択

し、活用する能力」や「知識を有機的に結びつけ

構造化する力」が求められ、「これからの時代に

生きる子供たちをどう育成するべきかについての

目標を組織として共有し、その育成のために確固

たる信念をもって取り組んでいく姿勢」も必要と

される。

さらに、学校を取り巻く多種多様な課題に対応

できる力を高めていくのみならず、「チーム学校」

の考え方の下、「学校作りのチームの一員として

組織的・協働的に諸課題の解決のために取り組む

専門的な力」の醸成が求められる。

６．「保育士養成課程等の改正について（中間ま

とめ）」（保育士養成課程等検討会、平成22年

３月 24日）７）にみる保育士に求められる資質、

能力

平成 21 年４月の保育所保育指針の改正を受け

て、全国保育士養成協議会は保育士養成課程等検

討会を設置し、保育士養成課程の見直しを行った。

本報告書では保育士養成課程等における今後の検

討課題の「保育の専門性の構築と保育士のキャリ

アアップ」の中で、これからの保育士に必要とさ

れる資質、能力、専門性に触れている。

「保育士が保育現場で直面する多様な課題に適

切に対応し、子どもの保育と保護者支援を確実に

担っていくためには、より高い専門性が求められ

る。」とし、専門性の伸長が必要なことが述べら

れている。さらに、世界の潮流として、保育や幼

児教育を担う者の質の向上やその評価に関心が高

まっているとし、特に「遊びや環境を通して子ど

もの学びを促し、深めていくこと」、「子どもを観

察するための知識や技術」、「保育の環境を構成す

ること」についての専門性等を持つことが重要と

している。

本答申においても、教員が実に多様な資質、能

力を社会的に要請されていることがわかる。その

ことを「高度専門職業人」として明確に位置付け

ている。変化の激しい社会に対応し、生き抜ける

子どもたちを教育していく教員には、専門職業人

として自らも成長し続けていく姿勢が求められて

いるとともに、組織的・協働的に諸課題を解決す

る能力が、専門的な力として位置づけられている

ことは興味深い。
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７．指定保育士養成施設の研究者による保育士の

資質、能力に関する研究

保育士に対する社会的な期待が高まるなか、指

定保育士養成施設の教員、研究者もさまざまな保

育士の資質、能力に関する研究を発表している。

大津泰子（2010）８）は保育士養成をめぐるカリ

キュラム改定や保育関連の法制度の改定などの動

向から、保育士の専門性についてまとめている。

大津は保育所、託児所、学童保育、児童養護施設

などのほかに、医療の分野でも保育士が求められ

ており、「保育需要の増大、深化・多様化などよ

り、それに対応できる高い専門性を持つ保育士が

求められている。」と述べている。

江田美代子（2007）９）は、保育所（園）長、主

任保育士、保育科学生がどのように資質能力を考

えているかを質問紙により調査している。さら

に、「保育所保育指針」の概要と調査結果とを検

討し、保育士に求められる資質能力を「子どもの

生活を総合的にコーディネイトする力」、「子ども

の育ちを、五つの観点『健康　人間関係　環境　

言葉　表現』等から観察する力」、「子どもの心に

もっと踏み込み、コミュニケーションをとる力」

の３点にまとめている。そして、三番目の「子ど

もの心にもっと踏み込み、コミュニケーションを

とる力」を構成する力を「子どもと話す力」、「子

どもの訴えを聴く力」、「子どもの悩みを考える

力」、「子どもたちの意見をまとめる力」、「保育士

の思いや願いを伝える力」、「毎日の保育を記録す

る力」等としている。

松本香奈ら（2017）10）は初等教育学専攻で取り

組んでいるミュージカル活動において、保育士・

幼稚園教諭としての資質・能力が学生にどれだけ

身に付いたかを明らかにするため、アンケート調

査を実施した。この研究ではミュージカル活動

への取り組みを通して、「自分の行動への責任」、

「自主的な行動」、「臨機応変な対応」などの資質・

能力が向上したという結果が得られているとして

いる。

このように、指定保育士養成施設の教員、研究

者による研究では、保育士として子どもと向き合

える点を、資質、能力として大きく位置付けてい

ることがわかる。

学士課程に期待される教育

次に、学士課程教育に期待される教育について

概観する。

１．新学力観の３つの要素と学士課程教育に期待

される教育

平成 20 年３月 31 日に改正された学校教育法で

は、「基礎的な知識及び技能」を習得させるとと

もに、これらを活用し課題を解決するために必要

な「思考力、判断力、表現力その他の能力」をは

ぐくみ、「主体的な学習に取り組む態度」を養う

ことに、特に意を用いなければならないと小学校

について規定し、中学校、高等学校においてもそ

れを準用するとしている。そして、大学入学者選

抜においても、以下の三つの要素のそれぞれを把

握するように十分留意することが要請されている

（文部科学省，2016）11）。

①基礎的・基本的な知識・技能

②知識・技能を活用して、自ら課題を発見し、そ

の解決に向けて探究し、成果等を表現するため

に必要な思考力・判断力・表現力等の能力

③主体性を持ち、多様な人々と協働しつつ学習す

る態度

このように、新学力の３つの要素が高等学校ま

での教育において重視されており、学士課程教育

を担う短期大学においては、この３つの要素をよ

りより伸長させ、変化の激しい社会の中で成長し

続けていくことをできる人材を、社会に輩出して

いくことが求められる。

２．「学士課程教育の構築に向けて」（中央教育審

議会答申、平成 20年 12 月 24 日）12）にみる

学士課程教育に期待される教育

本答申では、「国として、学士課程で育成する

21 世紀型市民の内容（日本の大学が授与する学

士が保証する能力の内容）に関する参考指針」と
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して、以下の内容の「各専攻分野を通じて培う学

士力～学士課程共通の学習成果に関する参考指針

～」が示されている。

①知識・理解

専攻する特定の学問分野における基本的な知

識を体系的に理解するとともに、その知識体系

の意味と自己の存在を歴史・社会・自然と関連

付けて理解する。

ⅰ　多文化・異文化に関する知識の理解

ⅱ　人類の文化、社会と自然に関する知識の理

解

②汎用的技能

知的活動でも職業生活や社会生活でも必要な

技能

ⅰ　コミュニケーション・スキル

日本語と特定の外国語を用いて、読み、書

き、聞き、話すことができる。

ⅱ　数量的スキル

自然や社会的事象について、シンボルを活

用して分析し、理解し、表現することがで

きる。

ⅲ　情報リテラシー

情報通信技術（ICT）を用いて、多様な情

報を収集・分析して適正に判断し、モラル

に則って効果的に活用することができる。

ⅳ　論理的思考力

情報や知識を複眼的、論理的に分析し、表

現できる。

ⅴ　問題解決力

問題を発見し、解決に必要な情報を収集・

分析・整理し、その問題を確実に解決でき

る。

③態度・志向性

ⅰ　自己管理力

自らを律して行動できる。

ⅱ　チームワーク、リーダーシップ

他者と協調・協働して行動できる。また、

他者に方向性を示し、目標の実現のために

動員できる。

ⅲ　倫理観

自己の良心と社会の規範やルールに従って

行動できる。

ⅳ　市民としての社会的責任

社会の一員としての意識を持ち、義務と権

利を適正に行使しつつ、社会の発展のため

に積極的に関与できる。

ⅴ　生涯学習力

卒業後も自律・自立して学習できる。

④統合的な学習経験と創造的思考力

これまでに獲得した知識・技能・態度等を総

合的に活用し、自らが立てた新たな課題にそれ

らを適用し、その課題を解決する能力

このように、21 世紀型市民として生きていく

大学生に専攻の違いがあるものの、共通して培っ

ていく学士力として、「知識・理解」、「汎用的技

能」、「態度・志向性」、「統合的な学習経験と創造

的思考力」が挙げられている。「知識・理解」に

ついて、知識体系の意味と自己の存在を関連付け

て理解する、という点は興味深い。また、「汎用

的技能」に挙げられている技能は、新学力観の

「思考力、判断力、表現力その他の能力」と深く

結びついた技能であるということができる。さら

に、「態度・志向性」に挙げられている学士力は、

新学力観の「主体性を持ち、多様な人々と協働し

つつ学習する態度」を発展させた諸能力であると

考えられる。そして、学士課程では、これまでに

獲得した知識・技能・態度等を統合的に活用する

力、そしてそれを自ら立てた課題に適用し、課題

を解決する創造的な思考力を育てていくことが求

められている。

３．「提言　21世紀の教養と教養教育」（日本学

術会議　日本の展望委員会　知の創造分科会　

平成 22年４月５日）13）にみる学士課程教育に

期待される教育

本提言は「現代の時代状況・問題状況、とりわ

けグローバル化する情報知識社会（「知識基盤社

会」）および大学教育の大衆化と生涯学習社会の

進展によって特徴づけられる 21 世紀社会の諸問

題・諸課題を踏まえ、豊かな市民社会と持続的
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な経済社会の展開およびそれを支える『知の創

造』の基盤となる教養として何が重要か、その形

成という点で、大学教育、とりわけ教養教育に期

待されているものは何か」という問題意識のもと

にまとめられたものである。そして、21 世紀に

期待される教養、大学教育を通じて育むことが期

待されている教養は、現代世界が経験している諸

変化の特性を理解し、突きつけられている問題や

課題について考え探究し、それらの問題や課題の

解明・解決に取り組んでいくことのできる知性・

智恵・能力であるとし、それを「学問知、技法知、

実践知という三つの知と市民的教養を核とするも

の」として捉えている。

ここで挙げられている学問知は、学問・研究の

成果としての知の総体であり、その学習を通じて

形成される知である。錯綜する現実や言説を分析

的・批判的に検討・考察し、同時に諸問題を自分

に関わる問題として考えることで、自分の生き方

や考え方を自制する知でもある。

技法知は、メディアの活用、さまざまな情報・

資料の編集、数量的推論、自国語・外国語、学術

的な文章作成能力、言語的・非言語的な表現能

力・コミュニケーション能力などを構成要素とし、

学問知と実践知の学習・形成および活用の基礎と

なるとされている。

実践知は、日常のさまざまな場面で実際に活

用・発揮（実践）され、市民的・社会的・職業的

活動に参加・協働し、共感・連帯し、同時に自ら

の在り方・生き方・振る舞い方を自制し調整して

いく知とされている。

「現代の大学には、これらの三カテゴリーの知

を豊かなものとして育むこと、そして、そのため

の豊かな学びの機会と諸活動の場を提供すること

が期待されている」と述べている。さらに、「市

民的教養」の再構築と形成の重要性に注目する必

要があるとしている。

このように、大学教育においては、学問知、技

法知、実践知を核とする教育を育むことが期待さ

れている。この３つの知は相互に密接に関係して

いる。技法知は、学問知と実践知の学習・形成お

よび活用の基礎となる。また、学問知は実践知を

発揮する際に活かされ、実践知を発揮して市民

的・社会的・職業的活動に参加・協働する中で、

学問知をさらに伸長させていくことの意義を発見

することができる。

考察

１．実践力のある保育者とは

IT 技術の発達に伴い、社会のさまざまな業種、

職種において、実践力が求められるようになって

いる。つまり、IT 技術が人に代わって行うこと

ができる業務が増加する中で、専門知識が必要で

あっても、作業工程が変わらない仕事から IT 化

が進んでおり、この動向は今後さらに増大してい

くと考えられる。その中で、人間が必要とされる

仕事は、状況判断が必要なもの、より広い領域を

跨って対応が必要なものとなり、このことが広い

分野で実践力が求められている状況の背景にある

といえる。

保育・幼児教育の現場は、例えば「いざこざを

体験する中から、社会性が育つ」というように、

IT 技術が最も苦手としている分野に対応してい

る場であるということができる。その現場に求め

られる力を有している保育者を、本稿においては

実践力のある保育者としている。

つまり、保育・幼児教育の現場の中で、優れた

保育・教育実践を行うことができる保育者を、実

践力がある保育者と定義して論考を進めていく。

２．保育者に求められる資質、能力と学士課程に

期待される教育との関係

本稿において、学士課程に期待される教育につ

いて概観する際に用いた３つの文書のうち、「学

士課程教育の構築に向けて」（中央教育審議会答

申，前述）が中核的文書である。小学校から高等

学校までの教育の軸となる新学力観はその基盤と

なると考えられ、市民的教養の核となる「学問知、

技法知、実践知」は「学士課程教育の構築に向け

て」に挙げられた内容と関係が深い。このことか
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ら、保育者に求められる資質、能力と「学士課程

教育の構築に向けて」に挙げられた「学士力」と

の関係を検討する。

保育者に求められる資質、能力と「学士力」と

の関係を図１にまとめた。また、保育者に求めら

れる資質、能力の項の７に挙げた指定保育士養成

施設の研究者による保育士の資質、能力に関する

研究については、この図には含めず別に考察する。

図１　学士力と保育者に求められる資質、能力

学士力
幼稚園教諭に求めら
れる専門性※１

教員に求められる資
質、能力※２

教員に求められる資
質、能力※３

教員に求められる資
質、能力※４

教員に求められる資
質、能力※５

保育士に求められ
る資質、能力※６

教
職
課
程
、
保
育
課
程
に
求
め
ら
れ
る
学
士
力

知識・理解

幼児理解・総合的に
指導する力
具体的に保育を構想
する力、実践力
特別な教育的配慮を
要する幼児に対応す
る力

人間の成長・発達につ
いての深い理解
教科等に関する専門的
知識
広く豊かな教養
社会の変化に適応する
ための知識及び技能
幼児・児童・生徒や教
育の在り方に関する適
切な理解
教科指導、生徒指導等
のための知識、技能及
び態度

教科や教職に関する
高度な知識・技能

教科や教職に関する
専門的知識

子どもを観察する
ための知識や技術

汎用的技能
コミュニケ
ーション・
スキル

（日本語、外
国語　読み、
書き、話す）

国際社会で必要とさ
れる基本的資質能力

対人関係能力
コミュニケーション
能力

コミュニケーション
力

コミュニケーション
能力

数量的スキル

情報
リテラシー

情報を適切に収集
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問題解決力

総合的に指導する力 課題解決能力等に
関わるもの

学校作りのチームの
一員として組織的・
協働的に諸課題の解
決のために取り組む
専門的な力

態度・志向性
自己管理力

チームワー
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シップ

園長など管理職が発揮
するリーダーシップ
教員集団の一員として
の協働性
保護者及び地域社会と
の関係を構築する力

人間関係に関わるもの 
多様な資質能力を持つ
個性豊かな人材によっ
て構成される教員集団
が連携・協働する

対人関係能力
コミュニケーション能力
教職員全体と同僚として
協力していくこと

コミュニケーション力
チームで対応する力
地域や社会の多様な組
織等と連携・協働でき
る力

コミュニケーション能力 
これからの時代に生きる
子供たちをどう育成する
べきかについての目標を
組織として共有し、その
育成のために確固たる信
念をもって取り組んでい
く姿勢
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倫理観 人権に対する理解 　
市民としての
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人権に対する理解 教職に対する責任感 使命感や責任感

生涯学習力

得意分野の育成 各人の得意分野づく
りや個性の伸長

探究力
教職生活全体を通じ
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る力

自律的に学ぶ姿勢
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を、生涯にわたって
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きる力
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統合的学習経験
と創造的思考力

具体的に保育を構想
する力、実践力

実践的指導力
知識を有機的に結び
つけ構造化する力

幼児理解・総合的に指
導する力
具体的に保育を構想す
る力、実践力
特別な教育的配慮を要
する幼児に対応する力
保護者及び地域社会と
の関係を構築する力

教育者としての使命感
実践的指導力
教職に対する愛着、
誇り、一体感

教職に対する強い情熱
教育の専門家としての
確かな力量

教職に対する責任感
新たな学びを展開でき
る実践的指導力

実践的指導力 遊びや環境を通し
て子どもの学びを
促し、深めていく
こと
子どもを観察する
ための知識や技術
保育の環境を構成
すること

保
育
者
と
し
て
の
専
門
的

資
質
、
能
力

幼児・児童・生徒に
対する教育的愛情
地球、国家、人間等
に関する適切な理解
豊かな人間性

総合的な人間力
豊かな人間性や社会性

教育的愛情
総合的な人間力
豊かな人間性や社会性

教育的愛情
総合的人間力

保
育
者
し
て
の

人
間
力

※１　「幼稚園教員の資質向上について」１）における幼稚園教員に求められる専門性
※２　「新たな時代に向けた教員養成の改善方策について」２）における教員に求められる資質、能力
※３　「今後の教員養成・免許制度の在り方について」３）における教員に求められる資質、能力
※４　「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」５）における教員に求められる資質、能力
※５　「これからの学校教育を担う教員の資質向上について」６）における教員に求められる資質、能力
※６　「保育士養成課程等の改正について（中間まとめ）」７）における保育士に求められる資質、能力

学士力は「各専攻課程を通じて培う学士力」と

そもそも定義づけられており、保育、幼児教育の

課程、保育課程という性格を有した学士力である

と捉えることができる。

図１のように整理してみると、保育者に求めら

れる資質、能力のかなりの部分が「保育課程、教

職課程に求められる学士力」ととらえられる。一

方、これに加えて、「保育者としての専門的資質、

能力」及び「保育者としての人間力」が求められ

ていることが明らかである。また、この３つの力

は、明確に区分しきれない重なりを持ったもので

あることも確認できる。

この表に載せなかった指定保育士養成施設の研

究者による保育士の資質、能力に関する研究では、

図１に示された資質、能力についてより具体的に

示した内容であると捉えられる。大枠を把握する

表には掲載しなかったが、各養成校の教育内容を

検討していく上で、参考となる点を多く含んでい

る。

学士課程教育に求められる学士力と保育者に求

められる資質、能力との関係を、図２に示した。

10 
 

図２ 学士課程に求められる学士力と保育者に求められる資質、能力との関係 
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学士課程に期待される教育は大きく重なる部分を

持つと同時に、多岐にわたっているということが

できる。わずが２年間の短期大学の課程において、

この期待に応えていくことは困難である。しかし、

同時にほとんどの学生が卒業後、保育所、幼稚園、

幼・帆連携型認定こども園、保育所以外の社会福

祉施設に就職し、保育者となっていくことからす

ると、卒業後の保育者としての実践の質を向上さ

せていくことと、短期大学での学修が深く結びつ

いていくことが重要であると言える。そのために

は、次のような観点が重要になる。 

 第１は、「学び続ける」力を育てるという観点で

ある。社会人として、保育者としてのスタートに

立てる力を身につけるとともに、それを伸長させ

ていることへの意欲、実践を振り返りそれを省察

し、自己の課題を発見して成長し続ける力を育て

 

 

教職課程・保育課程に求めら

れる学士力 

保育者としての 

専門的資質、能力   

 

 

保育者としての 

人間力 

 

 

保育者に求められる資質、能力 

図２　学士課程に求められる学士力と保育者に求められる資質、能力との関係
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３．短期大学の課程で、期待に応えるための観点

このように、保育者に求められる資質・能力、

学士課程に期待される教育は大きく重なる部分を

持つと同時に、多岐にわたっているということが

できる。わずか２年間の短期大学の課程において、

この期待に応えていくことは困難である。しかし、

同時にほとんどの学生が卒業後、保育所、幼稚園、

幼・保連携型認定こども園、保育所以外の社会福

祉施設に就職し、保育者となっていくことからす

ると、卒業後の保育者としての実践の質を向上さ

せていくことと、短期大学での学修が深く結びつ

いていくことが重要であると言える。そのために

は、次のような観点が重要になる。

第１は、「学び続ける」力を育てるという観点

である。社会人として、保育者としてのスタート

に立てる力を身につけるとともに、それを伸長さ

せていくことへの意欲、実践を振り返りそれを省

察し、自己の課題を発見して成長し続ける力を育

てていくことが必要となる。

第２は、他者と協働して取り組むことのできる

コミュニケーション能力を育てるという観点であ

る。保育者の仕事は多様な側面を持ち、またさま

ざまな対象への対応や支援が求められる。その中

で、すべてに対してオールマイティに高い能力を

持ってカバーすることは難しい。自分自身の得意

を活かし、他者と協働して取り組むことが益々重

要となる。

また、２年間の短期大学の学生生活の中で、保

育者に求められる資質・能力は、授業のみで獲得

されるものではない。授業を中心とした学修のほ

かに、実習やボランティアで保育所、児童福祉施

設、幼稚園などの場で、子どもたちや利用者、職

員と接し、その中での日々の実習を体験し記録し

振り返り、その中から学ぶものは非常に大きい。

さらに、サークルや委員会、学友会の活動、大学

祭などの活動を運営する中で、身につけていくこ

とも多くある。また、就職活動やキャリアプラン

ニングに取り組む中で成長する部分も大きい。第

３の観点として、このようにさまざまな活動の中

で実践力のある保育者へと成長していくことから、

さまざまな領域での成長を学生自身が把握するこ

とができるようなシステムを構築することが必要

となる。

今後の課題

本研究においては、学士課程教育に求められる

諸能力と、保育者にふさわしい資質、能力を概観

することで、実践力のある保育者育成において必

要とされる資質と、その育成における短期大学の

役割の検討を行った。

一方、保育者としての実践力は、卒業後に保育、

幼児教育の現場に出てから、実践や研修の中で磨

かれていくといえる。齋藤正典ら（2011）14）は保

育士への保育士自身が獲得してきたと意識する資

質、能力と、園長・主任保育士が期待する資質、

能力を、「社会性」、「姿勢・意欲」、「コミュニケ

ーション」、「保育実践」、「子育て支援」、「子ども

の人権擁護」、「虐待の予防・防止」の観点から対

比させている。その際、「新人保育士」、「中堅保

育士」、「ベテラン保育士」の回答内容を比較して

検討している。保育士自身の意識と園長・主任保

育士の期待の間に違いがみられ、特に経験年数が

大きくなるほど、差が大きくなっていく傾向が示

されており興味深い。

齊藤らの研究では保育所勤務の保育士のみを対

象としているが、施設勤務の保育士、幼稚園教諭、

保育教諭、養成校の学生と比較検討することで、

保育者として実践力を育てていくプロセスの全体

を明らかにしていくことが今後の課題である。
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